
在来工法から金物工法への変更方法 

 

サンプルデータの「STRDESIGN サンプル V14（3 階・在来・布基礎）」を例に、変更方法を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）サンプルデータを開き、ファイルメニューの“追加インポート”を選択します。 

金物工法（プレセッター）のファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）インポート情報の選択画面で、「インポート情報を使用しない」を選択→次へボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３）追加インポート情報の設定画面で、分類名「梁端金物情報・梁端金物名称（枝番 1・2）」の操作ダ

ウンリストから“追加”を選択し、「柱頭・柱脚金物（金物工法用）」の操作ダウンリストから“置換”

を選択→次へボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

追加インポート開始の確認画面で完了ボタンを押下します。 

処理中の画面が出て、その後インポートが完了します。 

 

 

 

 

 



４）建物概要 

物件情報タブの建物概要を選択し、プロパティ画面で工法の「1-金物工法」を選択→更新ボタンを押下

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５）梁のプロパティで勝・負フラグ（始点）（終点）の「1-負け」を指定します。金物コード(始点)（終

点）の「1-自動設定」を選択するか、又は金物をダウンリストから直接指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[全ての梁のプロパティを一括して変更する場合] 

レイヤの default を選択しプロパティの出ていない状態にして、平面図上何も無い位置でマウス左ボタ

ンを押しながら平面図を囲むようにして点線で矩形を描きます。分類の選択ダイアログから梁を選択し

て、表示されたプロパティで設定を変更・更新すると、全ての梁の設定を一括して変更することが出来

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

６）同様に、柱のプロパティから柱頭柱脚金物（下端）

（上端）（金物工法）（入力）の「0-自動設定（又はな

し）」を選択するか、又はダウンリストから直接指定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）構造計算タブの構造計算実行をダブルクリックして、計算を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 



８）構造計算書作成を開き、「5.1 柱頭・柱脚の接合金物の検討（標準計算法）」「5.2 横架材端部接合部

の検定（標準計算法）」で金物工法の金物が引き当たっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 
金物工法についての詳細は、STR_HELP「５．１６金物工法」 

「５．１６．１柱を設定する場合」「５．１６．２梁を設定する場合」をご参照ください。 
また、梁端金物エラーについては、参考資料「金物工法の梁端金物エラーの対処方法」

をご参照ください。 

 


